
 

 

 

 

 

 6/5(日)～6(月)に１年生「ふれあい学級（合宿）」が夜須高原少年自然の家をお借りして無事に行わ

れました。コロナ禍でこの２年間、「ふれあい学級」は中止になっていたので、３年ぶりの開催でし

た。初日はあいにくの大雨で、予定していたｳｵｰｸﾗﾘｰはできませんでし

たが、体育館でクラスマッチを行いました。二日目は、天気も回復し予

定通り飯ごう炊飯を行い、みんなで協力してカレーを作り、楽しく食べ

ました。さて、「ふれあい学級」の目的は、親睦と集団での規律を学ぶ

ことだったと思います。最初は、先生方から注意される場面も多かった

と思います

が、徐々に自

分たちで考え

て行動できる

機会が増えた

ようです。た

ったの２日で

したが、非日

常でずいぶん

と成長した 1

年生の姿を見ることができました。今後の学校生活が楽しみです。 

 

 

 



ニュース等でご存じの通りだと思いますが、マスク着用についてのガイドラインが緩和されました。

特に屋外での場面で、２ｍ以上の距離が保たれている場合は、マスクを着用する必要がないと示されて

います。特にこれから先、暑い季節となりますので、コロナ対策よりもむしろ、マスクをして呼吸をし

にくくなることによる「熱中症による体調不良」の方が心配であるとのことです。 

ただし、福岡県の一日あたりの感染者数も一旦３００人台まで減少したものの、ここ数日は、再度増

加に転じている状況でもあり、予断は許さない状況です。マスク着用の是非については、個人で考えて

行動するということになります。 

学校として「マスクを外しなさい」という指導をすることはありません。 


